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改善するべき点

担当教官のコメント

・実際に自分のDNAを使った実験などがとても楽しかった。

・自分のDNAを扱えるのはすごく興味深かった。�

・やるべきこと､何を調べるための実験なのかがはっきりし

ていたところ。�

・説明等が丁寧で分かりやすかった。�

・先端技術に少しでも触れられて、非常に意義ある実験だっ

たろ思う。

「受講生が多すぎる」、「もっと実験内容を増やしてほしい」に対して、こちらも、15年度の受講生が多いことは承知ですが、

カリキュラム委員会からの要請でしたので、何ともしようがありません。これに加え、学生実験に使用できる予算が驚くほど

低いのは今後分子生物学をあつかった授業を開催する危険性をはらんでいることは認識しております。

・実験の原理などもう少し突っ込んだところまで、解説し

てほしかった。あともう少し学生の自主性にまかせた実

験があってもいいのではないかと思います。�

・学生にやらせるべき作業をほとんどそちら側で行っていて、

実験をやらされている印象を受けた。もっと積極的に生

徒にやらせて考えさせるべきだ。�

・実験を行うには受講人数が多すぎたと思う。もう少し実

験内容を増やしてもよいのではないかと思う。�

・もっと頭を使いたかった。�

・実験中に待ち時間が多かったので、他の作業ができたの

ではないか？

良い 普通 良くない
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興味深さ

良い 普通 良くない
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分かり易さ

良い 普通 良くない
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話し方・速度

良い 普通 良くない
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板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない
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シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない
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あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない
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あなた自身の
満足度

良かった点


